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まちへ ちかづくと、にんげんたちが いそがしそうに あるいています。
まちの ねずみは、じょうずに すりぬけて いきます。
いなかの ねずみは、ふみつぶされないよう、はらはら しながら なんとか すすんで いきました。

やっと まちの ねずみの すんでいる ところに つきました。
おおきな いえの、だいどころの ちかくです。
「どうだい、ぼくの うちは ？」
すでに いなかの ねずみは、つかれはてて はなすことも できません。
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やがて、どうろの むこうに、たくさんの たてものが みえてきました。
いなかの ねずみは、わくわく してきました。
どうろには、たくさんの くるまが はしっています。

「まったく、しかたないなあ。」
まちの ねずみは あきれながら、もどってくると、
いなかの ねずみを せおって、はしりぬけて いきました。

「ああ、あんしんする。 ぼくは やっぱり いなかが いいな。
 にげまわりながら、おいしいものを たべるより、 のんびり きのみを たべるほうが
 ぼくに あってるよ！ ぼくは いなかが いちばんだ！」
と、ぐっすり ねむることが できました。

まちの ねずみが、いなかの ねずみの いえに あそびに きました。
いなかの ねずみは うれしくて、
「なんでも すきなものを たべてね。」
と はりきりました。

つぎのひ、いなかの ねずみは 
じぶんの やまに もどりました。
そして、かれはの ベッドに くるまって 
ほっとして いいました。

つぎのひ、いなかの ねずみは 
じぶんの やまに もどりました。
そして、かれはの ベッドに くるまって 
ほっとして いいました。

「いまだ、いそぐよ！」
まちの ねずみは、くるまの あいだを
きように すりぬけて すすんでいきます。
いなかの ねずみは、こわくて こわくて、
どうろを わたることが できずに 
たちすくんで しまいました。

「いまだ、いそぐよ！」
まちの ねずみは、くるまの あいだを
きように すりぬけて すすんでいきます。
いなかの ねずみは、こわくて こわくて、
どうろを わたることが できずに 
たちすくんで しまいました。
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にんげんが だいどころから でていくと、2ひきは また、ごちそうの ところに もどりました。
やっと たべはじめたとたん、つぎは
「にゃー」と ねこが はいって きました。
「うわあ！　たすけて！」2ひきは いのちからがら、かべの あなに にげこみました。

「きみが みたことも ないような ごちそうが  たっぷり あるよ。
 あま～い ジュースに、 クリーム たっぷりの パンケーキ。」

まちの ねずみは、さっそく にんげんの しょくたくに あんない しました。
テーブルの うえには、ごちそうが ならんでいます。いなかの ねずみは びっくり です。
「すご～い！ これ、ぜんぶ  たべても いいの？」
「きょうは、フルーツに、 ケーキ も あるぞ。 さあ、えんりょは  いらないよ！」

いなかのねずみは、とおくへ いったことが ありません。
「さあ、しゅっぱつだ！」
いなかの ねずみは、まちの ねずみの うしろを いっしょうけんめいに ついていきました。

ところが、
「きみは まいにち こんなものを たべているんだ！ 
かわいそうに。 まちには もっと おいしいものが  いっぱい あるんだけどな。」
と、まちの ねずみは じまんを しました。

ところが、
「きみは まいにち こんなものを たべているんだ！ 
かわいそうに。 まちには もっと おいしいものが  いっぱい あるんだけどな。」
と、まちの ねずみは じまんを しました。
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とりたての きのみ、あまい くだもの など
ありったけの ごちそうを じゅんび しました。

「こんなの いつもの ことさ。 いくじのない やつだなあ。」
まちの ねずみは あきれはてて いいました。
「ぼくは、もう いいよ。たべたきも しないし。 まちは ちょっと しんどいよ。」
いなかの ねずみは かえることに しました。

「へえ、すごいな。うらやましいな。」
いなかの ねずみが いうと、
「あしたは ぼくの いえに しょうたい するよ。」
と、まちの ねずみは じしん たっぷりに いいました。

ところが、たべはじめたとたん、ドアが あいて、にんげんが はいって きました。
みつかったら たいへんです。
2ひきは いそいで テーブルの したに にげこみました。

ちょっと たべては にげ、ちょっと たべては にげ、
いなかの ねずみは いきた ここちが しません。

もう、つかれはてて クタクタに なって しまいました。

ちょっと たべては にげ、ちょっと たべては にげ、
いなかの ねずみは いきた ここちが しません。

もう、つかれはてて クタクタに なって しまいました。


